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〈今月の市民〉 

人 口／63I719人（-29) 

男 ／29,918人（-9) 

女 ／33,801人（-20) 

世帯数／24,389世帯（十12) 
× 	6月30日現在（前月上ヒ

）ノ 

× 



人
権
教

室
開

催
・
 

七
月
五
日
、
嘉
瀬
小
学
校
（
秋
元
和
光
校
長
）
は
4
年
生

を
対
象
に
、
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
部
会
人
権
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
校

は
五
校
。
同
校
の
二
十
四
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
と
 

「お
も
い
や
り
、
い
の
ち
、
と
も
だ
ち
、
か
ぞ
く
」
な
ど
の
気

持
ち
を
込
め
た
標
語
作
り
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
「
い
じ

め
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
啓
発
ビ
デ
オ
を
観
賞
し
た
。
成
田
和

希
く
ん
は
「
い
じ
め
は
、
い
じ
め
た
方
も
い
じ
め
ら
れ
た
方

も
両
方
傷
つ
く
の
で
や
め
た
方
が
い
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
 

各
校
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
は
審
査
の
あ
と
、
卓
上
カ
レ
ン

ダ
ー
ゃ
作
品
集
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
 

当
日
は
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
 
「人
K
E
N
 

ま
も
る
君
と
人
K
E
N
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
も
参
加
し
て
、
楽

し
く
ふ
れ
合
い
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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》雨
（』
も
露
凄
拶
い
ち
び
フご
 

み
ん
移
集
ま
れ

I消防広
場
 

五
所
川
原
市
消
防
団
で
は
七
月
一
百
、
 

日
頃
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
青
森
銀
行
ェ
ル
ム
の

街
支
店
駐
車
場
で
「
み
ん
な
集
ま
れ

ー
 

消
防
広
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
機
の

展
示
や
起
振
車
な
ど
が
並
び
、
は
し
ご

車
搭
乗
に
は
、
小
雨
の
中
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
催
し
物
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
山
口
善
伴
さ
ん
は
、
 

煙
体
験
ハ
ウ
ス
の
あ
と
 
「マ
ス
ク
で
回

り
が
全
然
見
え
ず
怖
か
っ
た
。
消
防
士

の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
と
驚
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
A
E
D

（
自動
体
外
 

未
来
の
消
防
士
た
ち

ー
 

式
除
細
動
器
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
 

を
熱
心
に
学
ぶ
親
子
な
ど
、
消
防
・
救
 

急
へ
の
認
識
を新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 ,

 
五
所
川
原
世
界
薪
案
大
会
 

津
軽
金
山
焼
 

軽
場
津
 

津
会
は
 

、
斉
）、
り
 

月
ム
か
 

8

一
年
L
 

年
引
0
0回
 

（
雪
2
0H
 

胡
克
L
で

称

、
掬年

い
り
昨
今

年
な
が
プ
 

m
叱
家
催
 

2
0、
心
》
一ど
計
 

会
が
の

一
‘
 

大
氏
吠
年

窯
二
8
0に

薪
亮
約
場

界
宮
国
会

世
松
カ
を

原
の
1
7焼

川
焼
界
山

所
山
世
金

五
金
に
軽
 

七
月
一
日
、
2
0
0
6
五
所
川
原
世
界
薪
窯
大
会
が
津
軽
金

山
焼
で
開
幕
し
ま
し
た
。
今
年
は
八
カ
国
十
二
人
の
陶
芸
家
が

参
加
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
陶
の
様
子
を
披
露
す
る
な
ど
、
 

多
く
の
陶
芸
愛
好
家
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

今
年
で
三
回
目
の
参
加
と
な
る
ジ
ョ
ン

・
ベ
ー
モ
ア
さ
ん
 

（ア
メ
リ
カ
／
ニ
ュー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
美
術
大
学
陶
芸
科
教
授
）
 

は
、
「毎
回
学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
く
、
こ
こ
で
の
ー
カ
月
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
作
風
が
違
う
者
同
士
集
ま
る
こ
と
で

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
り
、
互
い
に
製
作
技
術
を
教

え
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
母
国
語
は
違
え
ど
作
陶
を
世
界
共

通
語
と
し
て
交
流
す
る
ん
で
す
」
と
熱
心
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
今
月
三
十
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
がで
し
ょ
う
か
。
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楽しいふれ合い 
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花
菖
蒲

色
鮮
や
か
涼
し
げ
に
咲
く
 

第
1
6回
ご
し
ょが
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎま
つ
り
 

国
立
競
捗
場
で
の
伊
声琴
ラ
 

石
沢

由

美
さ

ん
 

市
浦
小
学
校
を
訪
れ
二
十
人
と
ふ
れ
あ

い
交
流
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
 

今
年
で
十
八
回
目
の
交
流
会
と
な
り
、
 

九
月
に
は
市
浦
小
学
校
の
児
童
が
上
ノ

国
町
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。
 

出
会
い
の
集
い
に始
ま
り
、
交
流
会

で
は
、
安
東
氏
の
歴
史
と
、
し
じ
み
の

名
前
の
由
来
や
料
理
な
ど
を
各
班
が
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
名
刺
交
換

や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、
タ
食
は
、
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
し
じ
み
汁
の
も
て
な
 

小
笠
原
詩
帆
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
 
「
美

味
し
い
し
じ
み
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
行

っ
て
ほ
し
い
」
、ま
た
相
川
和
弥
く
ん

の
お
母
さ
ん
は
 
「友
達
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
遊
び
に
来
て
欲

し
い
」
と
準
備
に
忙
し
い
中
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
 

翌
日
は
、
中
の
島
ブ
リ
ッ
ジ
パ

ー
ク

で
し
じ
み
貝
採
り
に
興
じ
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
と
一
緒
に
帰
り
ま
し
た
。
 

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育

大
会
の
青
森
県
大
会
陸
上
競
技
女
子
4
 

0
O
M
で
今
年
も
上
位
に
入
賞
し
、
三

年
連
続
で
全
国
大
会
（
出
場
す
る
石
沢

由
美
さ
ん

（
金木
高
等
学
校
市
浦
分
校
 

3
年
）
が
七
月
五
日
、
高
松
教
育
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

陸
上
部
顧
問
の
熊
谷
明
男
教
諭
は
石

沢
さ
ん
を
 
「黙
々
と
練
習
を
重
ね
る
努

力
型
。
全
国
で
も
通
用
す
る
選
手
」
と

紹
介
。
そ
し
て
石
沢
さ
ん
は
全
国
大
会

に
向
け
、
「過
去
二
回
、国
立
競
技
場
で

は
満
足
で
き
る
走
り
が
で
き
な
か
っ
た

今
年
は
決
勝
レ

ー
ス
に
残
り
入
賞
し
ま

す
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

七
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
e
「
百
間
、
 

）」
し
ょが
わ
ら
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ

り
が
菊
ケ
丘
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
が
涼
し
げ
に
咲
く
園
内
三
万

株
の
花
菖
蒲
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
つ
り
は
、公
園
付
近
の
町
内

会
で
構
成
す
る
富
士
見
住
民
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運営
す
る
よ
う

に
な
り
九
年
目
と
な
り
ま
す
。
 

開
会
式
で
は
、
保
育
園
児
の
鼓
笛
演

奏
を
披
露
し
て
開
幕
の
雰
囲
気
を盛
り

上
げ
、
続
い
て
西
北
五
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
期
間
中
、
子
ど
も
達
に
よ
る
写

生
大
会
が
行
わ
れ
て
熱
心
に
紫
や
白
の

花
を
描
い
た
ほ
か
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

歌
謡
シ
ョ
ー
、
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ツ
ト
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

》
カ
レ
ー
と
し
じ
み
汁
の
タ
食
 

t
梶
浦
優
太
郎
で
す
よ
ろ
し
く
ー
 

輝
く
子
供
達
の
架
け
橋
に
 

ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
学
習
 

六
月
二
十
九
日
、
北
海
道
上
ノ
国
町
 
し

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

立
小
学
校
六
校
の
5
年
生
六
十
五
人
が
、
 

こ
の
日
の
タ
食
は
P
T
Aが
準
備
し
、
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ど
つ
も
あ
り
がと
う
「」ざ
い
ま
し
た

⑥
社
会
福
祉
協
議会
へ
 

〇
助
煎
茶
道
方
円
流
渋
谷
社
中
（
渋
谷

藤
園
代
表
）
【
一万
二
千
円
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
茶
会
益
金
）
。
 

〇
ナ
イ
ト
ラ
ウ
ン
ジ
誠
【
四
万
円
（
チ
 

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
ヲ
ノ
ぺ
益
金
）
。
 

〇
北
斗
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ

（佐
々
木
治
会
 

長
）H
二
万
八
千
円
。
 

〇
五
所
川
原
市
建
築
組
合

（
長内
秀
五

郎
組
合
長
）
H
一
万
八千
円
。
 

⑥
教
育
委
員
会
へ
 

〇
田
沢
京
子
さ
ん
（
岩手
県
大
船
渡
市

盛
町
宇
津
野
沢
四
ー
十
）
H
太
二
点m
 

関
係
資
料
等
三
十
八
冊
（金
十
一
万

二
百
三
十
円
相
当
）
。
 

⑥
金
木
中
学
校
・
金
木
南
中
学
校
へ

〇
金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
野呂
賢

一
会長
）H
図
書
カ
ー
ド
各
三
万
円
分
 

 

善
意
の
花
か
と
 

 

親
認
定
証
」
を
受
け
ま
し
た
。
 

今
後
、
同
町
内
会
は
補
助
を
受
け
な

が
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
河
川
愛
護
活

動
と
し
て
草
刈
り
ゃ
木
・
花壇
の
管
理

を
続
け
、
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。
 

川
の
ス
ク
ー
ル
ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業

六
月
二
十
三
日
、
五
所
川
原
東
高
等

学
校
（
三
H
順
一
校長
）
で
は
、
全
校

生
徒
八
十
五
人
と
保
護
者
、
職
員
及
び

五
所
川
原
県
土
整
備
事
務
所
職
員
が
十

川
の
中
泉
地
区
で
、
護
岸
の
上
の
花
壇

に
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
植
栽
と
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
、
県
河
川
砂
防
課
と
同

校
が
連
携
し
て
推
進
す
る
事
業
で
、
生

徒
が
委
託
を
受
け
た
河
川
の
一
定
区
間

の
環
境
美
化
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
一
員
と
し
て
の
意
識
と
誇
り
が
芽

生
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

み
ど
り
町
三
丁
目
町
内
会

五
所
川
原
東
一
一
『
等
学
校
 

五
」弔
学
区
・
市浦
地
区
 

多
ラー
」
一
二
I

・
、
．
月
 

皿
）‘
「
～
」ル
いI・
，》n
 

川
の

「
里
親
」
に認
定
 

み
ど
り
町
三
丁
目
町
内
会

（
木村
祐

太
朗
会
長
）
は
七
月
二
日
、
約
五
十
人

が
参
加
し
て
十
川
土
手
周
辺
の
草
刈
り

を
行
い
、
五
所
川
原
県
土
整備
事
務
所

か
ら
、
同
町
内
会
を
流
れ
る
区
間

（約

三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
 
「里
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校

（
井
上
守校

長
）
の
3
年
生
、
栄
小
学
校

（
外
崎和

久
校
長
）
の
6
年
生
、
三
輪
小
学
校
 

（
荒谷
正
裕
校
長
）
の
5
・
6
年
生
は

六
月
二
十
九
日
、
通
学
路
や
広
場
の
清

掃
を
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
小
中

学
生
の
手
で
学
区
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
 

昨
年
か
ら
五
所
川
原
第
三
中
学
校
学
区
 

e
三
校
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

中
学
生
と
一
緒
に
歩
道
の
ご
み
拾
い

を
し
た
三
輪
小
学
校
6
年
生
の
木
村
倫

盛
さ
ん
と
三
ケ
田
凌
さ
ん
は
、
「た
ば
こ

の
吸
い
殻
や
お
菓
子
の
袋
が多
か
っ
た
。
 

き
れ
い
な
通
学
路
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
い

い
の
に
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
七
日
、
市
浦
地
区
の
脇

元
、
磯
松
、
十
三
で
は
本
格
的
な
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
P
T
 

A
、
子
ど
も
会
、
金
木
高
等
学
校
市
浦

分
校
、
漁
協
組
合
員
な
ど
の
団
体
が海

岸
を
清
掃
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
海
辺

に
流
れ
着
い
た
ポ
リ
缶
や
木
枝
を
拾
い

集
め
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
 

子
ど
も
会
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る

加
納
美
香
子
さ
ん
は
、
「医
療
関
係
な
ど

違
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
減
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
量
が
多
い
で
す

ね
。
 一
緒
に
参
加
し
た
娘
に
は
、
ご
み

を
捨
て
ず
海
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

養
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

.
 



確かな品質と信頼 

牧草しげる緑のじゆうたん、青く続く空と

日本海・・・自然豊かな市浦の牧場で育った 

「しうら牛」は、1970年代半ばに東京や大阪

の市場でその品質を高く評価され、東北では

初めて「特選肉」として取り弓はされる。そ

して1987年、東北・北海道ブロックの品評会

で東日本チャンピオンに輝く。 
S 

栄冠に輝き「確かな品質」を証明

した「しうら牛」。その品質は「信頼」 

を得て、競りでは子牛の多くが前沢

や松坂などの有名所をはじめ全国の

産地へ弓は取られます。 

糸「羅 .:(1ItLL4 
こしよがわり康 

Vol. 3 

しうら牛 

生産者の想い 

 

● 
昨年の津軽北部地域 
子牛品評会で栄冠に輝いた 

中 山 幸夫さん 
牛の繁殖が私の仕事。多くは 8--9カ月ま 

で育て競りに出します。この仕事を始めても 

う30年になりますね。 

牛は本当にめごい。だから、血統が大きく

評価に影響するこの世界ですが、何よりも大

切なのは牛の気持ちになってまをに育てるこ

とだと思っています。自慢のしうら牛、みな

さんにおいしく食べていただきたいです。 

「に3ら牛の精肉はイー 
ベント開催時に販 

I 売されます。 

r道の駅 
「十三湖高原」トーサム 産業まつり 
◆特設販売 7月22日仕）.23日旧） 	(10月下旬） 

10時～14時 	~ 克雪ドーム 

I 

ふるさとまつり 
(11月上旬） 

市浦コミュニ 
ティセンター 

」 

5 	平成18年 7月15日 五所川原市役所 公35-2111 



炎（高さ22.3M) 

制作者 鶴谷 

代（高さ22M) 

制作者 害藤 

」桃鉄~ 

桃太郎電鉄 
（高さ7.5M) 

制作者 三上・斉藤 
NP〇法人子ども 

ネットワークすてっぷ 

天竺への道 
（高さ 5M) 

制作者 鶴谷 

平成18年 7 月15日 6 五所川原市役所 公35-2111 

g 

題 名 「龍神観音」 

（高さ18M) 
テーマ 「水と農の守り神」 

立俊武多制作同好会

会長 黒滝 康宏 

田町・栄町町内会 

立俊武多制竹者 深田勝義 
ちょうじ．ん 

題 名 「張順 水門を破る」 

テーマ 「兄弟愛」 

内 
'7

I 
"  

' 

06’立倭武多 
～今年の「五所川原立侵武多」に参加する立伝武多9台を紹介します～ 

当
日
ま
で
 

請
‘つ
雪期
待
 

〔苦が屍立侵武多 

制作者 小山内圭輔 
しんさ．うこうかんしょう 

題 名 「神弓黄漢升」 

（高さ1 8M) 

か 

立侯武多制作同好会 

会長 三上 勇 

題 名 「孫悟空」 

（高さ12M) 
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名 警 
一ー一 
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藤島武ニア葡萄「 

郎
園

庵

月
人
一

男
吉
岳
子

寧
水
 

（
募
難
纂
鷲
“
懸
 

梅
上

小
松
山

熊
香
向
村
片
杉
伊
 

功
郵
靭
邦
春

助
子
治
生
永
楊
牛

志
遥
千
青
蓬
測
節
嗣

劉
清
華
土

方
田
倉
田
口

旺
岸

田
田

藤
口

村

棟
池

郷
前
山
岡
三
藤
岸

伊

山
奥
 

／
 

×
 
7
 

。誤りり濡田~潤川~ lI知特別企画展鰍脇搬鰍翻臓膿酬洲融魁朋 

『棟方志功と近代絵画の巨匠違』展 盤生欝 高校生以下 

無料 

当市出身で東京近郊に在住の方々で組織する「わ・五

所川原会」 の会長・山田春雄氏のご厚意により、同氏の

コレクションの中から棟方志功と近代絵画の巨匠達の貴

重な作品を展示します。 

県内では、なかなか一堂に鑑賞できない内容となって

いますので、ーぜひご来場ください。 

主 催 五所川原市、五所川原市教育委員会 

会 場 立侵武多の館 2階 美術展示ギャラリー 

期 間 7月27日（木）-9月24日（日） 

開館時間 9時～17時（ギャラリーへの入館は16時30分 

まで） 

※初日の 7月27日は、セレモニーのため一般 

公開が11時からとなります。 

観覧料 大人・大学生300円（20名以上の団体は270円） 

※一人でも多くの青少年に“本物”にふれる 

機会をもっていただきたいとの主旨により、 

高校生以下は無料となっています。 

お問合せ 市教育委員会生涯学習課 

TEL 53一2111 内線319・320 

棟方志功『御赤衣施無畏図』 
	

梅原龍三郎『カンヌ港』 

今回特別企画展出展作家の先生方 	＼ 

藤島武二 奥田元宋

川端龍子 川合玉堂

下田義寛 高山辰雄

守屋多々志 安田鞍彦

横山大観 岡 鹿之助

小磯良平 小綜源太郎

鳥海青児 林 武

安井曽太郎 鏑木清方

堂本印象 荻須高徳

福王寺法林 中村岳陵

大山忠作 上村松箆 

（諸先生方敬称略、順不同） 

平成18年 7月15日 五所川原市役所 合35-2111 
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奥田元宋『富獄秋擢』 



子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
 

支
援
団
体
の
学
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す
 

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
 

ー
 

、2
一
 

」
 
 
正
。

1
7
(7
3」1
0
1
1
 

あ
な
た
に
フ
ィ
ツ
ト
I
・

ス
ポ
レ
ク
教
室
 

青
森
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

皿
0
1
7
(
m)
92
1
1
 

職
員
採
用
試
験
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

例
年
7
月
1
5日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
採
用
試
験
実
施
の
有
無
を
含
め

て
現
在
検
討
中
であ
り
、
8
月
1
5日
号

の
広
報

（
及
びホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
掲

載
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成
1
8年
度
五

所
川
原
消
防
署
の
職員
採
用
試
験
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。
 

、
 
ノ
 阿

部
進
氏
（
通
称
カ
バ
ゴ
ン

先
生
）
子
育
て
講
演
会
 

生
涯
学
習
課
 

皿
（5
3)
2
1
1
1
 

内
線
3
1
7
 

五
所
川
原
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
全
国
的
に
出
前
保
育
・
授
業
な
ど

を
数
多
く
展
開
し
て
い
る
阿
部
進
氏
を

講
師
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
者
な
ど

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
5
日
田
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
テ
ー
マ
 
「子
ど
も
3

つ
の
仕
事
」
 

、
勉
強
・
遊
び
・
手伝
い
、
ど
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
？
 

※
入
場
無
料
。
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
の
で
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
 

◇
募
集
 
1
0
0
人
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
就
職
相
談
、
福
祉
人
材
登
録
や
福

祉
資
格
の
取
得
方
法
な
ど
一
日
相
談
窓

口
を
開
設
しま
す
。
 

●

7
月
2
6日
困
 
9
時

、
1
5時

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け

に
「
ス
ポ
レ
ク
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

誰
も
が
楽
し
め
る
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
 

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
の
初
心

者
向
け
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。
 

種 	目 日 程 会 場 
スポ―ッ 

チャンバラ 
7/22() 
15-i?時 

市体
 
民

館
 

育
  

バウンドテ二ス 8/19W 
18-20時 

エアロピック 9/15( 
18-20時 

フアインポ―ル 9/30W 
14-16時 

ュ二力―ル 相／ 4 (*) 
19-21時 

タ―ゲット・ 
バ―ドゴルフ 

10/7 W 
13- 15時 

菊ケ 丘
運動公園 

7
月
町

知
ら
飼
 

交
通
遺
児
育
英
制
度
 

平
成
1
8年
度
奨
学
生
募
集
中
 

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

皿
0
3
(
3
5
5
6
)
0
7
7

7
 

皿
0
1
2

0
1

5
2
1
2

8
6
 

h
t
tp
ミ
乏
乏
乏
・
オo
ts
u
ii
i・o
o
ョ
 

交
通
遺
児
の
高
等
学
校
・
大学
等
へ

の
進
学
を
支
援
す
る
奨
学
金
を無
利
子

で
貸
与
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
保
護
者
等
が
自
動
車

・

踏
切
・
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
で

死
亡
し
た
り
、
著
し
い
後
遺
障
害
で

働
け
ず
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難
な

生
徒
学
生
（
申
込
時
2
9歳
ま
で
の
方
）
 

対
象
ク
ル
ー
プ
 
1
0人
以
上
の
会
員

が
い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
た
は
子

育
て
支
援
団
体
 

◇
対
象
事
業
 
参
加
予
定
者
が
1
0人
以

上
の
子
育
て
や
子
育
て
支
援
の
た
め

の
学
習
会
や
講
演
会
等
 

◇
応
募
方
法
 
電
話
等
で
事
前
相
談
後
、
 

実
施
1
カ
月
前
ま
で
に
申
込
み
。
 

平
成
1
8年
度
五
所
川
原
市
 

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
 

人
事
課
 
内
線
4
1
1
 

、
 

 一
福
祉
の
仕事
一
日
移
動
相
談
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン
ク
 

皿
0
1
7
2
(
3
6)
1
8
3
0
 

、
 
一
 「職

業
能
力
開
発
審
議会
」
の

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

青
森
県
労
政
・
能
力
開
発
課
 

m
o
l
7
（
川）9
4
1
5
 

臓
0
1
7
(
m)8
1
1
7
 

県
で
は
、
県
民
参
加
型
県
政
を
一
層

推
進
し
、
広
く
県
民
の
皆
様
の
意
見
を

こ
の
審
議
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
 
2
人

（男
女
各
1
人
）
 

◇
応
募
資
格
 
2
0歳
以
上
の
県
内
在
住

者
（
た
だ
し
、
議
員
、
公
務
員
及
び

県
が
設
置
し
て
い
る
他
の
審
議
会
委

員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）
 

◇
応
募
方
法
 
7
月
3
1日
の
ま
で
に
、
 

8
0
0

字
程
度
に
ま
と
め
た
青
森
県

の
職
業
能力
開
発
に
つ
い
ての
提
案

・

意
見
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、
 

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し提
出
。
 

ロ
座
振
替
（
自動
振
込
）
を

こ
利
用
く
だ
さ
い
 

介
護
保
険
料
の
納
付
 

介
護
福
祉
課
 
内
線
2
7
3

・
2
7
6
 

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
の
口座
振

替
は
、
今
年
度
か
ら
市
浦
地
区
の
方
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
等
、
み
ち
の

く
銀
行
中
里
支
店

・
小
泊
支
店
、
郵
便

局
の
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

市
税
の
納
付
 

収
納
課
 
内
線4
3
5
5
4
3
9
 

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
（
自
動
振

込
）
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
等
、
 

み
ち
の
く
銀
行
中
里
支
店
・
小
泊
支
店
、
 

郵
便
局
の
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

⑥
ロ
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税

（個
人
の
普
通
徴
収
分
）
 

固
定
資
産
税
 

軽
自
動
車
税
 

国
民
健
康
保
険
税
 

プ月⑧1回網鵬 
固定資産税第2期 
国民健康保険税第1期の 納期限です。 
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 忘れずに納めましよう。1 

一」轡翌 内線431 -' 439ン 介護福祉畿内線271γ竺J 

五所川原市役所 '35-2111 	平成18年 7 月15日 8 
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金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
保
存
会

会
員
募
集
 

m
(5
2)2
1
8
7
 徳
田
 

消
防
本
部
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

2
1
1
9
 

市金五 

浦木)II 
シ肖シ肖 j京 

防防蕩 
署署署 

I且I且I且 

625335 
2 5 2 
1 3 0 
1 21 
9 2 9 

金
木
に
古
く
か
ら
伝
わ
り
、
県
の
無

形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統

芸
能
「
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
」
を
保
存

す
る
会
で
す
。
入
会
す
る
と
、
荒
馬
、
 

太
刀
振
り
、
獅
子
舞
の
踊
り
ゃ
笛
・
太

鼓
な
ど
の
離
子
を
覚
え
、
各
種
イ
べ
、
ノ

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
 
市
内
に在
住
し
、
ふ
る
さ
と

の
伝
統
芸
能
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
方

◇
会
費
 
年
1
0
0
0
円
 

五
所
川
原
甚
句
踊
り
 

（
盆
踊
り）
講
習
会
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
 

皿
（3
4)
7
5
0
4
 
山
本
 

毎
年
お
盆
時
期
に
五
所
川
原
甚
句
踊

り
大
会
（
盆
踊
り
大
会
）
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
大
会
に
向
け
て
盆
踊
り
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
男
女
年
齢
問
い
ま
せ
ん
。
 

●

講
習
会
（
初
心
者
大
歓
迎
）
 

7
月
2
2日
田
 
1
0時
、
1
2時
3
0分
 

7
月
2
3日
回
 
1
3時
3
0分

、
1
6時
 

7
月
m
日
の
 
1
0時

、
1
2時
3
0分

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 
ス
タ
ジ
オ

※
事
前
申
込
み
不
要
。
受
講
無
料
。
 

ゆ
か
た
ざ
ら
い
（単
衣
の
会
）
 

を
開
催
し
ま
す
 

彩
扇
会
 
皿
（3
5)
64
3
8
 
長
内
 

ゆ
か
た
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
彩

扇
会
で
は
今
年
も
揃
い
の
ゆ
か
た
を
着

て
踊
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
2
2日
田
 
1
2時
3
0分

、
 

中
央
公
民
館
 

大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア

ホ
ー
ム
 
夏
祭
り
 

皿
（
5
3)
2
8
3
1
 

●

7
月
2
5日
因
 
1
9時

、
2
1時
 

施
設
内
特
設
祭
り
広
場
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 
嘉
瀬
の
奴
踊
り

（
嘉
瀬

小
児
童
）
、津
軽
三
味
線
演
奏
（
金木

小
児
童
）
、嘉
瀬
の
奴
踊
り
、
金
木

さ
な
ぶ
り
荒
馬
、
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
 

ム
創
作
「
津
軽
平
野
」
、盆
踊
り
大

会

（
参加
者
に
景
品
有
り
）
、模
擬
店
 

「あ
お
も
り
ま
ち
育
て
人
 

講
座
」
受
講
者
募
集
 

都
市
計画
課
 

内
線
3
2
3
 

県
で
は
、
行
政
と
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を
リ
ー
ド
す
る
人
を
育
成
す
る
た
め

に
「
あ
お
も
り
ま
ち
育
て
人
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
 

●

受
講
期
間
 
9
月
、
平
成
1
9年
1
2月

◇
受
講
資
格
 

①
9
月
時
点
で
満
1
5歳
以
上
の
方
 

②
講
座
修
了
後
、
参
加
型
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
方

◇
活
動
内
容
 
年
4
回
、
合
計
8
回
の

講
座

（2
カ
月
に
1
回
程
度
、
日
曜

日
、
会
場
は
青
森
市
）
に
参
加
。
講

座
で
は
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
勉
強

し
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
 

講
座
修
了
後
は
、
平
成
2
0年
度
に
県

が

「都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
作
成
す
る
際
、
委
員
と
し
て

検
討
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
2
6日
困
 

※
受
講
ご
希
望
の
方
は
都
市
計
画
課
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
 

市

見

静
回
ン
 

r

員
‘
 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部公35-20 19 （内線 25) 

五所川原市管内 6 月の火災、救急、救助出動件数（単位．件） 

ドクヒ勇ノ費意葺身務房’ 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成18年 4 22 137 1,032 3 24 
平成17年 4 25 150 977 4 31 
比 	較 0 △ 3 △ 13 55 L1 △ 7 
平成18年度統ー標語 

“消さないであなたの心の注意の火” 

平
成
1
6年
7
月
よ
り
一
般
市
民
の
方

で
も
A
E
D

（
自動
体
外
式
除
細
動
器
）
 

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
度

か
ら
、
こ
の
A
E
D
を
含
め
た
心
肺
蘇

生
法
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

A
E
D
と
は
簡
単
な
操
作
で
心
臓
の
リ

ズ
ム
を
調
べ
必
要
で
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
行
う
医
療
機
器
で
、
目
の
前
で

突
然
倒
れ
た
人
が
い
た
場
合
、
直
ち
に
 

A
E
D
を
使
用
す
る
こ
と
で
救
命
の
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
約
6
分
間
、
 

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
の
応
急
手
当
が

特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
 

先
日
の
A
E
D
講
習
で
は
、
万
が
ー
 

に
備
え
参
加
者
全
員
が
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
講
習
を
希
望
さ

れ
る
方
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
気
軽

に
こ
相
談
、
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

「A
E
Dを
使
用
し
た
 

心
肺
蘇
生
法
」
講習
会
 

電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
知
ら
れ
る
A
E
D
 

（
自
動
体外
式
除
細
動
器
）
は
、青
森
県

で
も
今
年
か
ら
全
て
の
県
立
高
校
に
配

備
さ
れ
、
各
公
共
施
設
に
も
配
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。
愛
地
球
博
で
4
人
の
心

肺
停
止
の
方
の
命
を
救
っ
た
A
E
D
。
 

あ
な
た
も
使
用
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
2
2日
田
 
1
3時

、
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
2
F
 

エ
ル
ム
文
化
ホ
ー
ル
 

◇
参
加
費
 
教
材
料
3
0
0
0
円
 

（
人
工呼
吸
に
よ
る
感
染
事
故
を
防
 

ぐ
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
 

ー
ル
ド
代
）
 

◇
申
込
先
 
ェ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

m
(3
3)6
2
74
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五所川原
警察署 

〇警察では密航者を水際で検挙し、様々な外国人犯罪から県民の

安全と平穏を守るため、関係機関・団体と連絡をとり、沿岸地

域での警戒を強めています 

〇夏休みや夏のレジャーの季節を迎え、海水浴や釣りなど、海岸

に出かける市民の方も多くなると思います。 

〇次のような怪しい「人」「船」「車」を見かけたときには、110番、 

または最寄りの警察署、交番、駐在所まで通報をお願いします。 

怪しい船 
一深夜、無灯火で航行、 
停泊している船 

・見慣れない船、形や
表示から日本船と異
なる船 

‘漁船のようだが、漁
具を積載せず、漁を
する気配のない船 

、 

怪しい車 

・深夜、早朝、港や海
岸付近で人目を避け
るように停車してい
る保冷車、ワゴン車、 
レンタ力ーなど 

‘夜間、沖合に向かっ
てライトを点滅し、 
合図を送っている車 
など 
	ノ 

委託者】五所川原市役所建設部区画整理課

期 間】7月下旬～10月引日 

作業箇所】南部地区土地区画整理事業区域内の
五所川原市字烏森、字八重菊、字下
り枝、大字唐笠柳字藤巻、大字湊字
千鳥、大字姥落字桜木地内の各一部 

9-I 

田町郵便局 網掛けの街区及び事業施行区域界ラインが
今回出来形確認測量の実施箇所です。 

南部地区土地区画整理事業施行区域図 

旧十川 」
m

はるにれ舞 

瞬I確 響離I鵬鵬勲日 

轟麟 

南部地区土地区画整理事業の出来形確認測量を実施

いたします。図面中の網掛けした街区および事業施行

区域界ラインが作業箇所です。作業の際は委託業者が

土地に立ち入ることが予想されます。皆様にはご迷惑

をお掛けいたしますが、ご協力をお願いいたします。 

なお、測量作業者には、身分証を発行しております

ので、必要に応じて確認してください。 

区画整理課 内線345 

‘~ 
・深夜、早朝、港や海
岸を俳個したり、駅
やバス停にたむろし
ている外国人風の人 

・異臭、服装の乱れ、 
裸足など、一見して
異様な外国人風の人 

県豆サブマスコツト「レビーちゃん」 

五所川原警察署 
TEL 3 5 - 2 1 4 1 

同金木分庁舎 
丁［[53-2117 

五所川原市役所 公35-2 111 
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第57回五所川原花火大会 
「有料観覧席入場券」の販売 

五所川原商工会議所 TEL 35-2121 

花火大会の「有料観覧席入場券」 を販売しています。 
当日、会場でも購入できますが混雑が予想されます
ので事前のお買い求めをお勧めいたします。 

◇花火大会 8月 3日困 19時30分 
岩木川河川敷「北斗グラウンド」 

◇有料席券 1人300円（小学生以下無料） 
◇販 売 五所川原商工会議所 

夏休み子どもの集い 
r 書館で画家になってみよう！」 

市立図書館 TEL 34-4334 

◇日 時 7月25日因 10時～12時
◇場 所 市立図書館 2階閲覧室
◇対 象 幼児～小学生（定員30人） 
◇内 容 講師の指導のもと絵を描こう 

（講師）後藤志げおさん 
◇準備するもの 水彩絵の具・クレョン・ 

クレパスのいずれかを持っ 
てきてください。 

◇申込締切 7月22日田 

日
場

対
内
 

◇
◇

◇

◇
 

橋梁工事に伴う道路の通行止め 
一般国道101号浪岡五所川原道路改築事業により、 

米田地内（通称米田橋の東側）の市道米田松野木線
で行われる、立体交差のための橋梁工事に伴い、下
図の黒線区間が 7月26日（水）-28日囲の期間で通行で

きなくなります。 
本工事が完成するまでの間、周辺付近の住民の方

や市道を利用されている皆様には、ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

◇エ事名 米田こ道橋上部工工事 
◇規制期間及び時間帯 
・全面通行止 7月26日困-28日金 

8時30分～17時 
・片側交互通行 7月中旬～ 8月中旬 

8時30-17時30分 
※道路を利用される方は、交通誘導員と工事用案内 

看板等でのご確認をお願い致します。 

組ねぷた講習会（無料） 、 
立倭武多製作所（立侵武多の館 3F）皿 33-0460 

ねぷたの面を作ってみませんか。面（顔）の骨組み
から完成まで、親切丁寧に指導いたします。 

●7月24日明）~27日困 18 -20時 
立侵武多の館 3F（立侯武多製作所） 

◇対象 小・中・高校生・一般（小学校低学年は父 
兄同伴。親子での参加も歓迎） 

※当日の申込みでも参加できます。受講無料。 

夏の交通安全県民運動 
7月21日（金フ-31日（月フまでの11日間 

ノ運動の重点》 1 子どもと高齢者の交通事故防止 
2 飲酒・暴走運転の根絶 

3 自動車の安全利用の促進 

つい一杯 鈍る判断 待つ地獄 

タ暮れ時の早め点灯の推進 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

〒五所川原市福祉事務所 Q) 
主な仕事を紹介します 

福祉事務所は、社会福祉法に基づき、地域におけ 
る福祉の増進を図ることを目的に設置されている社 

会福祉全般の窓ロです。 
当市では、福祉部として 3課 8係から構成されて、 

主に次の業務を行っています。 

課 名 係 名 主 な 業 務 

保護福祉課 
（北棟 1階） 

庶 務 係 
（内線291) 

・民生委員、児童委員に関す
ること 

‘日本赤十字社の社資募集、 
日赤奉仕団に関すること 

保護第一係 
（内線283) 

生活保護の相談など 
保護第二係 
（内線287) 

介護福祉課 

(2階） 

介護管理係 
（内線273) 

・介護保険証の発行 
・65歳以上の被保険者（第1 

号被保険者）の保険料の賦
課、徴収 

介護給付係 
（内線274) 

皿
又
 
利
 

付
 
用

の
 
の

の
 
一
 
申
 
ビ

支

請
 
ス
援

定
 
サ
談

要
決
介
関

介
定
護
す

認
 
険
相

護
 
保

る
 

●
 

】
 

 

高齢福祉係 
（内線275) 

・老人福祉施設の運営管理 
・老人の福祉相談、支援 

家庭福祉課 
（北棟 1階） 

障害福祉係 
（内線242) 

・障害者（児）の福祉に関する
相談、支援 

児童家庭係 
（内線247) 

・保青所入所の手続き 
・各種子育て支援 
・母子等ひとり親家庭及び婦

人保護の相談、支援 

※金木総合支所福祉係・市浦総合支所保険福祉係においても、 
上記の業務に関する相談、手続きなどの窓口業務を行って
います。電話をおかけの際は、係名か内線番号を係員にお
知らせ．ください。五所川原市福祉事務所（市内岩木町12) 

西北地方福祉事務所（市内栄町10番地）とお間違えになり
やすいので、こ注意ください。 
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健 康 推 進 課 公35-2111 （内線223・224・225) 
保健センター金木 合53-2111（内線154・155・156」 

保健センター市浦 公27-7733 
~  

五所川原市食生活改善推進員会  

～乳製品を使った料理～ 

く  健 康 相 談  ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開 催 場 所 開催日 開催時間 

五
 
所
 
・
 

田川集会所 7 月塾日明） 10:30- 12:00 
コミュニテイセンター七和 7 月24日（月） 11:30-13:00 
稲実集会所 7 月24日明） 10:30-12:00 
富士見コミュニテイセンター 7 月27日（村 10:30-12:00 

川
 
原
 

唐笠柳集会所 7 月27日（村 13:00 -14:00 
高野文化センタ一 7 月28日（金） 10:0O-12:0O 
婦人ホ―ム 8 月 1 日因 12:30- 13:30 

金
 

木
 

保健センター金木 7 月25日因 i0:00-11:oo 
喜良市コミュニテイ消防センタ― 7 月27日（村 10:00- 11:00 
川倉ふれあいセンター 7 月27日（利 13:30-14:30 
更生研修センター 8 月 2 日（水） io:oo-u:oo 

く母と子の相談日（ェンゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや悩み 

を話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利用も可能 

ですので、お気軽においでください。 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

開 設 日 実施場所 内 	容 

8 月 2 日（水）・ 16日（水） 
10 : 00- 12 : 00 
13 : 00-15 : 00 

X 16日午後は予約相談
※子育てサロン同時開催 

保健センター 
五所川原 

・各月齢での成長（身体計
測）・発達の確認、育児、 
遊び、栄養（離乳食）の相

談 

・子育て等に関する勉強会、 
情報交換 

8 月25日（金） 
9 :30-il: 30 

保健センター 
金木 

8 月23困 
10 : 00-12 : 00 

、
ノ
 

一セ
 

々
ノ
 

保
市
 
健

浦
  

〈ことばの相談日〉 
8 月16日困 

10 : 00-12 : 00 
168 月 9 日までに予約が必要 

保健センター 
五所川原 

ことばが遅い、発音がききと
りにくい、どもりなどの心配
なことにっいて、言語専門員
の先生が相談に応じます。 

く  乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容…小児科診察、歯科診察（1歳 6 か月児‘ 3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 か月児）等 

◆受付時間・・・保健センター五所川原 12 : 15 -12 :30 
保健センター金木 12 : 30 -12 :45 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

実施日時 実施場所 対象児／対象地区 

か
 

日
”
  

4健
 
児
診
 

 

8 月 8 日（火） 
保健センター 
五所川原 

全地区 
平成18年 3 月生まれ 

1 歳 6 か月
児 健 診 

8 月22日（刃 
保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成17年 2 月生まれ 

8 月10日困 
保健センター 
金木 

金木・市浦地区 
平成17年 1 -3月生まれ 

3 歳児健診 

8 月17日（わ 
保健センター 
五所川原 

五所川原地区 
平成15年 4 月生まれ 

8 月31日（村 
保健センター 
金木 

金木・市浦地区 
平成15年3-5月生まれ 

*3歳児健診こついては、」‘前にアンケート記入等がありますので、個
別に通知します。 

＜お願い＞ 健診に来れない場合や病院で健診を受けた場合、すでに健
診を受診した場合等は、ご連絡くだされば相談に応じます。五所川原
地区での実施については、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場を
ご利用ください。 

(1人分】459kca1 塩分1 .8g) 

材料（6人分） 

豚肩口ース肉 	200g 
	

小麦粉 	大さじ 4 
玉ねぎ （200g）・・・ 1 個 
	

カレー粉 	大さじ 1 弱 
にんじん（lOOg)…小 1 本 

	
スキムミルク 	30g 

かぼちゃ（250g）・・・小1/4個 水 	 カップ 3 
なす 
	

固形スープの素… 1 個 
枝豆（正味60g）・・・1 20g 	トマトケチャ 7プ（1 50g）・・・カップ2/3 
バタ- 	20g 
	

ウスターソース (30g) 	蛇引 2/3 
にんにくノ根生萎…各 1 片 塩 	 少々 
ご 飯 	720g 

【作り方】 

①豚肉は lan幅に切る。玉ねぎは lan幅のくし型に切り、長さ
を半分に切る。にんじんとなすは乱切りにする。（にんじん
は電子レンジに 4 分位かける。）かぼちゃは 11加幅の角切り、 
にんにくと生菱はみじん切りにする。枝豆はゆでて、さやか
ら取り出しておく。スキムミルクは分量の中から力ップ 1 の
水で溶いておく。 

②鍋にバターを溶かしてにんにくと生菱を妙め、豚肉、玉ねぎ、 
にんじんを加えてよく妙める。肉の色が変わったら、小麦粉
と力レー粉を振り入れてさらに妙める。 

③②の鍋にスキムミルク液と残りの水（力ップ 2 ）と固形スープ
の素を入れて、とろみがつくまで中火で煮る。にんじんが柔

らかくなったら、かぼちゃとなす、トマトケチャップとソー 
スを加えてほどよい固さになるまで煮詰め、最後に塩で味を

調える。 

④器にご飯を盛り、枝豆を散らし、力レーをかけていただく。 

野菜は身体の潤滑油！野菜の中の繊維質は腸の働きを正常に
して便秘になるのを防‘『 一 す。 

く  献血のこ案内（バス巡回）) 
期 日 時 間 場 	所 

8 月 1 日（幻 
10 :00 -12 :00 金木総合支所前 

13 :30 -16 :00 スーパーストア金木タウンセンター 

肥
  滞
  

9 :30 -14 :30 保健センタ一五所川原 

※成分献 liiiは人数に制限があります。ご協力いただける方は 8 月14 
日までに健康推進課へご連絡ください。 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

7 月23日 日
  

まっもと整形外科クリニック 下り枝4-4 33一5413 
7 月30日 っしまクリニック 下り枝2-1 38-3456 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介云34-4999）でも紹介します。 

一
 
一
 
一
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